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本年は、春先から初夏にかけては少雨が続き、採蜜は順調だったかと思います。 

しかし、秋口に来て雨が続き、病気が心配です。 

さて、９月から「蜜蜂腐蛆病検査」が始まります。検査時に腐蛆病が発見された場合、

巣箱及び巣脾は焼却処分となります。蜂群管理をしっかり行い、越冬に向けての 

準備を合わせてしましょう。 

      

 

 

腐蛆病菌(細菌)が原因で、蜜蜂の幼虫(蛆)が腐る病気です。家畜伝染病予防

法で法定伝染病に指定されており、次の２種類があります。 

・感染後死亡した幼虫はすぐに巣外に出されるため、巣房が空になる。  

・これを耐過した幼虫は、巣房に蓋をし（有蓋巣房）、さなぎになる間に 

死亡し、腐蛆になる。 

・腐蛆は独特の臭いがあり、幼虫が溶けて液状（褐色、粘着性）を呈する。  

・幼虫は巣房に蓋をする前に死亡して、無蓋巣房内に死亡幼虫がみられる。  

・腐蛆は溶解せず、粘着性なし。特徴的な発酵臭と酸臭がある。  

     

アメリカ腐蛆病：糸を引く蜂児   ヨーロッパ腐蛆病：発病群の巣脾、蜂児は様々な状態で死亡 
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蜜蜂腐蛆病検査が始まります。 

蜜蜂の様子をこまめに見て 
病気の予防と異常の早期発見、健康な蜂群を! 

腐蛆病とは 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimFBxCNJX6lIAMR2U3uV7/SIG=121dhe07h/EXP=1473468913/**https:/t10.pimg.jp/005/751/370/1/5751370.jpg


<参考> 腐蛆病以外のおもな蜜蜂の病気 

 

ダニ駆除剤 

「アピスタン」

「アピバール」 

用法を誤ると、

薬剤耐性のダニ

が出現するの

で、注意する。 


